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概要

本書は、Eclipse を使って、Android デバイスから印刷するアプリケーションの、開発環境を構築する手順を説明し

ています。EPSON の ePOS-Print SDK for Android に添付の、サンプルアプリケーションが動作する環境をセッ   

トアップします。

本書の環境
本書では以下の環境で解説しています。Web ページの URL やダウンロードするファイルのバージョンなどは、 

2012 年 4 月現在のものです。環境が異なる場合には適宜読み替えてください。

❏ OS : Windows 7 (32 bit)

❏ Java SE Development Kit 6 Update 31

❏ Eclipse Classic 3.7.2

❏ Android SDK Tools, Revision 17

❏ ADT Plugin 17.0.0 

❏ ePOS-Print SDK for Android 付属サンプルプログラム

関連マニ ュ アル
ePOS-Print SDK for Android ユーザーズマニュアル
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作業の流れ

1.Java SE Development Kit のインス ト ール (4 ページ )

JDK をダウンロードして、インストールします。

2. Eclipse の構築 (6 ページ )

Eclipse をダウンロードし、初期設定をします。

3. Android SDK Manager の構築 (9 ページ )

Android SDK Manager をダウンロードし、インストールします。また、開発に必要な設定をします。

4. ADT Plugin のダウンロード と インス ト ール (14 ページ )

Eclipse に ADT Plugin を組み込みます。

5. サンプルアプ リ ケーシ ョ ンの実行 (Eclipse) (18 ページ )

サンプルアプリケーションを実行します。
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Java SE Development Kit のインス ト ール

ＪＤＫ（Java Development Kit）をダウンロードして、インストールします。

Ｊ Ｄ Ｋ のダウンロー ド

1 以下の URL へアクセスし、Java SE 6 JDK をダウンロードします。

http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/downloads/index.html

2 Java SE Downloads 画面が表示されます。[Accept License Agreement] を選択し、    

インストールするファイルを選択します。任意の箇所にファイルを保存します。

（本書では、Windows x86 をダウンロードして環境を構築します。）
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Ｊ Ｄ Ｋ のインス ト ール

1 ダウンロードしたファイルを起動します。以下の画面が表示されます。[Next] ボタンをク

リックします。

2 インストールする機能を選択し、[Next] ボタンをクリックします。インストール先を変更

する場合、[Change] ボタンをクリックしインストール先を変更してください。

（本マニュアルでは、デフォルトの設定でインストールします。）

3 インストールが開始されます。

4 インストールが完了すると、以下の画面が表示されます。[Finish] ボタンをクリックしま

す。
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Eclipse の構築

Eclipse をダウンロード、インストールして設定します。

Eclipse のダウンロー ド
以下の ＵＲＬ へアクセスし、Eclipse をダウンロードします。任意の位置にファイルを保存します。

（本書では、Eclipse Classic 3.7.2 をダウンロードして環境構築します。）

http://www.eclipse.org/downloads/
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Eclipse のインス ト ールと初期設定

1 ダウンロードしたファイルを、任意の位置に解凍します。

（本書では、C:\Program Files の下に配置します。）

2 "eclipse.exe" をダブルクリックし、Eclipse を起動します。

3 Eclipse を起動時に、作業フォルダーを設定します。[OK] ボタンをクリックします。

（本書では、デフォルトの設定を使用します。）
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Eclipse のプロキシー設定
インターネット接続にプロキシーの設定が必要な場合、本操作を実行してください。インターネット接続にプロキ

シーの設定が必要でない場合、設定する必要はありません。

1 [Window] - [Preferences] を選択します。

2 左の列の [General]-[Network Connections] を選択します。プロキシーの設定をし、 

[OK] ボタンをクリックします。
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Android SDK Manager の構築

Android SDK Manager をダウンロードし、インストールします。また、Android Virtual Device を作成します。

Android SDK Manager のダウンロー ド
以下の URL へアクセスし、Android SDK Manager をダウンロードします。

（本マニュアルでは、Windows 用インストーラーをダウンロードして構築します。）

http://developer.android.com/sdk/index.html

Android SDK Manager のインス ト ール

1 ダウンロードしたファイルを起動します。以下の画面が表示されます。[Next] ボタンをク

リックします。
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2 [Next] ボタンをクリックします。

3 インストール先を設定します。[Next] ボタンをクリックします。

（本マニュアルでは、デフォルトの設定を使用します。）

4 スタートメニューに登録する名前を設定します。[Install] ボタンをクリックします。

JDK が イ ンス ト ールされていない場合、 こ こ で通知されます。
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5 インストールが終了したら、[Next] ボタンをクリックします。

6 "Start SDK Manager" のチェックを外します。[Finish] ボタンをクリックします。
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Android SDK Manager の設定

1 Android SDK Manager を起動します。

[ スタート ]-[ すべてのプログラム ]-[Android SDK Tools]-[SDK Manager]

2 プロキシーの設定が必要な場合、[Tools]-[Options] を選択します。

3 プロキシーの設定画面が表示されます。プロキシーを設定し、[Close] ボタンをクリック

します。

Windows Vista 以降の OS の場合、 Android SDK Manager を管理者と し て実行する必要があ り ます。   

管理者と し て実行する には、 Android SDK Manager を右ク リ ッ ク し、 [ 管理者と し て実行 ] を選択  

し て く だ さ い。

Android SDK Manager を管理者と し て実行し なかった場合、パ ッ ケージのダ ウ ン ロ ー ド に失敗し て  

し まいます。
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4 ePOS-Print SDK for Android がサポートしている Android バージョンの中で、開発す   

るデバイスのバージョンを選択し、[Install XX packages…] ボタンをクリックします。

5 [Accept All] を選択し、[Install] ボタンをクリックします。Virtual Device のインストー  

ルが開始されます。
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ADT Plugin のダウンロー ド とインス ト ール

ADT（Android Development Tools）Plugin のダウンロードとインストールをします。

1 Eclipse を起動します。[Help]-[Install New Software] を選択します。

2 [Add] ボタンをクリックします。

3 [Name] と [Location] を入力します。入力後、[OK] ボタンをクリックします。

本操作を実行する には コ ン ピ ューターが イ ン ターネ ッ ト に接続されている必要があ り ます。

イ ン ターネ ッ ト 接続にプ ロ キシーの設定が必要な場合、 8 ページ 「Eclipse のプ ロ キシー設定」 を

参照し て く だ さ い。

項目 内容

Name ADT Plugin

Location https://dl-ssl.google.com/android/eclipse/
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4 [Developer Tools] にチェックを入れて、[Next] ボタンをクリックします。

5 インストールするプラグインを確認し、[Next] ボタンをクリックします。

6 規約を確認し、[I accept…] を選択し、[Finish] ボタンをクリックします。
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7 インストールが開始されます。以下の画面が表示された場合、[OK] ボタンをクリックし

ます。

8 [Restart Now] ボタンをクリックし、Eclipse を再起動します。

9 [Window] - [Preferences] を選択します。

10左の列の[Android]を選択します。[Browse...]ボタンをクリックしてSDK Manager を  

インストールした Android フォルダを参照します。

( 本書では、C:\Program Files\Android\android-sdk を参照します。)
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11[Apply] ボタンをクリックします。インストールされたパッケージが表示されることを確

認します。
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サンプルアプリ ケーシ ョ ンの実行 (Eclipse)

ここでは、ePOS-Print SDK for Android 付属のサンプルアプリケーションを Eclipse にインポートし、動作確認   

をします。

• エ ミ ュ レーターは、 Bluetooth 機能をサポー ト し ていません。 

サン プルアプ リ ケーシ ョ ンの Bluetooth 機能は使用でき ません。

• サン プルアプ リ ケーシ ョ ン を使用でき る Android デバイ スのバージ ョ ンは、ePOS-Print SDK for  

Android ユーザーズマニュアルを参照し て く だ さ い。

1. アプ リ ケーシ ョ ンの読み込み

Eclipce でサンプルアプリケーションを読み込みます。(19 ページ )

2. アプ リ ケーシ ョ ンの実行

サンプルアプリケーションを実行します。以下の方法で実行できます。

• エミュレーターで実行 (23 ページ )

• Android デバイスにインストールして実行 (26 ページ )
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アプ リケーシ ョ ンの読み込み
Eclipse にサンプルアプリケーションを読み込みます。

1 ePOS-Print SDK for Android を解凍し、任意の場所に保存します。

2 Eclipse を起動します。[File]-[Import] を選択します。

3 [General]-[Existing Projects into Workspace] を選択します。[Next] ボタンをクリッ   

クします。
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4 [Browse…] ボタンをクリックし、保存した ePOS-Print SDK for Android を参照しま   

す。"Copy projects into workspace" をチェックし、[Finish] ボタンをクリックします。

5 正しくインポートされていることを、確認します。
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プロジェ ク ト を新規作成した場合の設定

Compiler compliance level の設定

プロジェクトを新規作成した場合、作成したプロジェクトの Compiler compliance level を 1.6 に変更する必要が  

あります。Compiler compliance level は、以下の手順で変更します。

1 作成したプロジェクトを選択し、[Project]-[Properties] を選択します。

2 左の列の[Java Compiler]を選択します。[Compiler compliance level:]を[1.6]に変更   

します。

Wi-Fi / Bluetooth 機能を使う場合の設定

Wi-Fi / Bluetooth 機能を使うには、AndroidManifest.xml で Permission を指定する必要があります。

❏ Wi-Fi 機能を使う場合 

android.permission.INTERNET

❏ Bluetooth 機能を使う場合 

android.permission.BLUETOOTH 

android.permission.BLUETOOTH_ADMIN

以下の手順で Permission を指定します。

1 [AndroidManifest.xml] をダブルクリックします。
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2 [Permissions] タグを選択します。[Add] ボタンをクリックします。

3 [Uses Permission] を選択し、[OK] ボタンをクリックします。

4 [Uses Permission] が追加されます。[Name] の横の▼をクリックし、リストから該当す 

る Permissions を選択します。



23

5 手順 2 ～ 4 を繰り返し、必要な Permission を指定します。

アプ リケーシ ョ ンの実行 （エミ ュ レーター）

1 Android Virtual Device Manager を起動します。起動後、[New...] ボタンをクリックし   

ます。

[ スタート ]-[ すべてのプログラム ]-[Android SDK Tools]-[AVD Manager]

Android デバイ スにおけ る アプ リ ケーシ ョ ンの実行については 26 ページ 「アプ リ ケーシ ョ ンの実

行 （Android デバイ ス）」 を参照し て く だ さ い。
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2 作成する仮想デバイスの名前と、ＯＳ のバージョンを選択します。[Name] を入力 ( 任意 )

し、[Target] を選択します。[Create AVD] ボタンをクリックします。

3 作成した仮想デバイスが表示されます。

4 Eclipse の実行ボタンをクリックします。
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5 初回起動の場合、実行タイプの確認が表示されます。[Android Application] を選択し、 

[OK] ボタンをクリックします。

6 エミュレーターが起動し、アプリケーションが実行されます。
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アプ リケーシ ョ ンの実行（Android デバイス）

1 使用するAndroidデバイスのADB用(Android Debug Bridge)のUSBドライバーをイン  

ストールします。Android デバイスごとの USB ドライバーおよびインストールの詳細

は、以下の URL を参照してください。

http://developer.android.com/tools/extras/oem-usb.html

2 Android デバイスの設定をします。以下の設定をしてください。

• [ 設定 ]-[ アプリケーション ]-[ 提供元不明のアプリ ] にチェックする。

• [ 設定 ]-[ アプリケーション ]-[ 開発 ]-[USB デバッグ ] にチェックする。

3 Android デバイスをコンピューターに USB 接続します。

4 サンプルアプリケーションの、AndroidManifest.xml のデバッグを有効にします。 

[AndroidManifest.xml] をダブルクリックし、[Application] タブの [Debuggable] を

"true" に設定し、保存します。

上記 URL に、ご使用のデバイ スの ADB 用 USB ド ラ イ バーが見つから ない こ と があ り ます。

その場合、 各デバイ スの製造元のウ ェ ブサイ ト から探し て く だ さ い。
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5 Eclipse の実行ボタンをクリックします。 

初回起動の場合、以下の画面が表示されます。[Android Application] を選択し、[OK] 

ボタンをクリックします。

6 Android デバイスにサンプルアプリケーションがインストールされ、実行されます。
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